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田
中
親
美
透
写
古
筆
切
「
名
葉
集
」
の
研
究
（
１
）

小

島

孝

之

は
じ
め
に

近
代
に
お
け
る
古
筆
及
び
古
画
、
す
な
わ
ち
古
美
術
の
模
写
に
よ
る

紹
介
と
そ
の
研
究
の
道
を
開
い
た
田
中
親
美
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
折
に
触
れ
て
言
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
私
が
こ
う
し
た
分

野
に
手
を
染
め
た
そ
も
そ
も
の
発
端
も
田
中
親
美
翁
に
つ
い
て
知
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翁
が
百
一
歳
の
長
寿
を
全
う
し

た
の
は
昭
和
五
十
年
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
、
私
は
ま
だ
博
士
課
程
一

年
目
の
学
生
に
過
ぎ
ず
、
古
筆
切
に
つ
い
て
の
知
識
も
浅
薄
な
も
の
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
田
中
親
美
翁
の
直
接
の
薫
陶
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
田

中
親
美
邸
で
毎
月
開
か
れ
て
い
た
古
筆
の
研
究
会
は
、
ご
令
息
の
重
氏

の
も
と
で
続
け
ら
れ
た
。
私
が
参
加
を
許
さ
れ
た
こ
ろ
研
究
会
の
中
心

に
な
っ
て
い
た
の
は
古
筆
研
究
の
大
家
で
あ
る
春
名
好
重
氏
と
平
安
文

学
研
究
者
の
萩
谷
朴
氏
で
あ
っ
た
。
一
誠
堂
の
二
代
目
社
長
酒
井
宇
吉

氏
も
ほ
ぼ
毎
回
出
席
さ
れ
て
い
た
。
美
術
史
家
の
江
上
綏
氏
、
国
語
学

の
安
田
尚
道
氏
、
書
道
家
の
細
貝
宗
弘
氏
も
ほ
ぼ
皆
勤
で
あ
っ
た
。
私

の
古
筆
分
野
の
研
究
を
深
め
ら
れ
た
の
は
右
記
の
諸
先
輩
の
指
導
の
お

か
げ
で
あ
る
。
就
中
、
会
主
田
中
重
氏
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
。
親

美
翁
の
模
写
作
成
の
手
法
、
料
紙
の
こ
と
、
版
木
作
成
の
こ
と
等
々
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
、
容
易
に
知
り
得
な
い
実
態
に
つ
い

て
も
、
実
際
に
翁
の
傍
ら
で
そ
の
仕
事
を
手
伝
う
な
ど
、
知
悉
し
て
い

た
重
氏
か
ら
詳
細
に
お
教
え
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
田
中
親
美
翁
が
折
に
触
れ
て
透
写
し
て
お
い
た
古
筆
切
を
、

「
古
筆
名
葉
集
」
に
倣
う
形
式
で
冊
子
に
貼
り
、「
名
葉
集
」
上
・
下
と
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題
し
て
二
帖
に
ま
と
め
た
も
の
が
重
氏
の
手
元
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
た
。
以
前
に
も
部
分
的
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
研
究
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
二
年
程
前
、
全
部
を
写
真
撮
影
し

て
そ
の
研
究
を
発
表
し
て
も
よ
い
と
の
お
許
し
を
頂
い
た
。
そ
こ
で
数

回
に
わ
た
っ
て
撮
影
し
、
と
り
あ
え
ず
内
容
を
一
覧
に
し
て
研
究
会
に

お
い
て
報
告
し
た
の
で
あ
る
が
、
詳
細
は
後
日
あ
ら
た
め
て
と
い
う
こ

と
で
持
ち
越
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
始
ま
り
、
東

京
は
緊
急
事
態
宣
言
が
く
り
返
し
発
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
会
主
の
重
氏
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
が
、
お
宅

が
人
の
集
ま
る
渋
谷
と
い
う
こ
と
で
は
、
集
ま
っ
て
お
祝
い
を
す
る
こ

と
も
叶
わ
ず
、
研
究
会
も
休
会
が
続
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
つ
い
先
日

重
氏
が
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
、
痛
恨
の
極
み
、
言
う
べ

き
言
葉
も
見
つ
か
ら
な
い
。
ご
存
命
の
う
ち
に
詳
し
い
内
容
の
研
究
結

果
を
報
告
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
す
べ
て
は
後
の
祭
り
、
私
の

い
つ
も
の
怠
惰
が
招
い
た
失
態
で
あ
る
。

遅
き
に
失
し
た
が
、
こ
こ
に
発
表
の
た
め
の
場
を
借
り
て
、
連
載
中

の
入
札
目
録
の
内
容
紹
介
を
一
旦
休
み
、
親
美
翁
の
透
写
し
た
古
筆
切

の
内
容
を
紹
介
し
、
詳
し
い
調
査
結
果
の
報
告
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

し
た
い
。

貼
付
さ
れ
た
古
筆
切
は
三
百
四
十
六
枚
。
こ
の
う
ち
一
点
は
下
絵
の

写
し
の
み
で
文
面
の
写
し
は
な
い
の
で
こ
れ
を
除
き
、
重
複
し
て
い
る

も
の
が
一
点
あ
る
の
で
こ
れ
も
数
か
ら
減
ず
る
と
、
古
筆
切
と
し
て
は

三
百
四
十
四
種
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
の
半
数
近

く
が
未
紹
介
の
新
出
資
料
で
あ
る
。
す
で
に
現
存
が
知
ら
れ
て
い
る
も

の
の
多
く
は
国
宝
手
鑑
『
翰
墨
城
』
や
『
藻
塩
草
』
中
の
も
の
で
あ
る

が
、
未
紹
介
の
も
の
の
大
半
が
所
蔵
元
の
不
明
な
も
の
で
あ
り
、
現
存

す
る
か
否
か
も
分
か
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
資
料
的
価
値

は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
百
六
十
点
を
超
え

る
写
真
を
こ
こ
に
一
挙
に
掲
載
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
数
回
に
分
け

て
分
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

『
名
葉
集　

上
』
の
内
容
（
１
）

『
名
葉
集
』
は
、
版
本
の
『
古
筆
名
葉
集
』
を
筆
者
名
ご
と
に
順
に

切
り
取
っ
て
、
見
出
し
代
わ
り
に
冒
頭
に
貼
り
つ
け
て
あ
る
。
ま
た
、

ほ
と
ん
ど
の
断
簡
の
冒
頭
に
は
、
親
美
翁
の
筆
で
非
常
に
小
さ
な
文
字

で
伝
称
筆
者
名
や
切
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
断
簡
の
右
下
に
は
同
様
に

親
美
翁
の
手
で
透
写
元
が
「
翰
墨
城
」「
翰
墨
」「
翰
」
な
ど
と
記
さ
れ

て
お
り
、「
藻
塩
草
」
も
多
い
（
記
入
を
省
略
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
）。

「
益
田
氏
」
と
あ
る
の
は
益
田
孝
（
鈍
翁
）
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
表
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す
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。「
田
中
光
顕
」
と
あ
れ

ば
こ
れ
も
所
蔵
者
は
わ
か
る
が
、
中
に
非
常
に
多
い
の
が
「
谷
」
と
し

て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
ど
れ
も
現
存
を
確
認
出
来
な
い
未
紹
介
の
断

簡
で
あ
る
た
め
、
所
蔵
者
の
「
谷
」
な
る
人
物
が
誰
を
指
す
の
か
、
未

詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

断
簡
の
左
傍
ら
に
は
主
に
料
紙
の
特
徴
が
、「
金
銀
砂
子
」
と
か
、

さ
ま
ざ
ま
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
文
字
が
小
さ
す
ぎ
て
判
別

で
き
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
貼
付
さ
れ
た
順
に
通
し
番
号
を
振
り
、
見

出
し
は
貼
付
さ
れ
た
筆
者
名
を
記
し
、
こ
れ
も
親
美
翁
の
手
で
記
さ
れ

た
切
名
（
不
記
入
の
場
合
は
、
私
の
判
断
で
）
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

未
紹
介
の
断
簡
に
限
っ
て
写
真
と
翻
刻
を
掲
出
す
る
。

１　

聖
武
天
皇　

大
聖
武

古
筆
手
鑑
の
巻
頭
に
は
「
聖
武
天
皇
」
筆
の
経
切
を
貼
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
中
で
も
所
謂
「
大
聖
武
」
が
最
も
重
視
さ
れ
る
。
内
容
は

『
賢
愚
経
』
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
常
識
で
あ
る
。
現
行

「
大
正
大
蔵
経
」
所
収
の
経
典
と
は
巻
の
順
序
や
本
文
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
が
、
便
宜
、
大
正
大
蔵
の
篇
次
で
記
す
と
、「
富
那
奇
縁
品
第

二
十
九
」
の
一
部
で
あ
る
（
以
下
同
様
に
大
正
大
蔵
の
頁
数
下
三
桁
、

段
（
上
中
下
段
を
ａ
ｂ
ｃ
と
す
る
）、
何
行
目
な
ど
を
示
す
）。

こ
の
断
簡
の
原
本
の
所
在
は
知
ら
れ
て
い
る
。
五
島
美
術
館
所
蔵
の

手
鑑
『
染
紙
帖
』
に
貼
ら
れ
て
お
り
、『
五
島
美
術
館
の
名
品
【
絵
画

と
書
】』
に
カ
ラ
ー
写
真
が
収
め
ら
れ
て
も
い
る
。『
染
紙
帖
』
に
は
五

行
の
本
文
が
存
在
す
る
の
に
、
透
写
は
二
行
の
み
で
、
何
故
か
途
中
で

や
め
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
ど
う
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
、

確
か
め
よ
う
は
な
い
。

２　

聖
武
天
皇　

経
切
（
２
）

伝
聖
武
天
皇
筆
の
経
切
に
は
他
に
「
大
聖
武
」
同
様
の
「
荼
毘
紙
」

と
呼
ば
れ
る
料
紙
に
書
写
し
た
「
中
聖
武
」「
小
聖
武
」
と
称
さ
れ
る

経
典
数
種
、
そ
の
他
の
経
典
数
種
が
あ
り
、
私
に
仮
に
分
類
し
て
ツ
レ

と
思
わ
れ
る
断
簡
に
番
号
を
振
っ
て
い
る
が
、
私
の
個
人
的
分
類
な
の

で
汎
用
性
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
た
上
で
、
以
下
の
紹
介
に
は
私
の

分
類
番
号
を
記
す
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

本
断
簡
は
「
聖
武
天
皇
」
の
「
経
切
（
２
）」
に
相
当
す
る
も
の
で
、

内
容
は
『
華
厳
経
』
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
八
十
華
厳
」
と
称
さ
れ
る

八
十
巻
本
で
、
巻
九
の
巻
末
の
三
行
で
あ
る
（
大
蔵
048
ｃ
14
―
17
）。

弥
彦
神
社
蔵
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
、『
思
文

閣
古
書
資
料
目
録
一
一
五
号
』、
同
一
四
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
古
筆
手
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鑑
に
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
、『
潮
音
堂
書
蹟
典
籍
目
録
二
二
号
』
に
載

せ
ら
れ
た
も
の
な
ど
が
ツ
レ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
寸
法
は
、
縦

二
六
・
八
㎝
、
横
一
一
・
八
㎝
。
界
二
三
・
〇
㎝
、
罫
二
・
三
㎝
。
透

写
の
四
隅
に
紙
端
を
示
す
線
が
あ
る
の
で
、
縦
横
の
寸
法
は
測
定
で
き
、

ほ
ぼ
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
１
）

図１

（
翻
刻
）荘

厳
而
覆
其
上
二
十
佛
刹
微
塵
数
世
界
囲
繞

純
一
清
浄
佛
号
普
照
法
界
無
礙
光

大
方
広
佛
華
厳
経
巻
第
九

３　

聖
武
天
皇　

経
切
（
６
）

私
に
「
伝
聖
武
天
皇
筆
経
切
（
６
）」
と
す
る
も
の
。
内
容
は
『
十

誦
律
』
で
、
原
本
は
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
国
宝
手
鑑
『
翰
墨
城
』
に
所
収
。

ツ
レ
は
出
光
美
術
館
蔵
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
所
収
で
、
こ
の

二
点
以
外
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

４　

聖
武
天
皇　

経
切
（
19
）

私
に
「
伝
聖
武
天
皇
筆
経
切
（
19
）」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容

は
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
巻
九
（
862
ａ
19
―
22
）
で
、
ツ
レ
の
断
簡
と
し

て
、
本
断
簡
の
十
行
ほ
ど
後
に
続
く
部
分
が
五
島
美
術
館
蔵
『
染
紙

帖
』
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
本
断
簡
の
寸
法
は
二
五
・
六
×
七
・
五
㎝
。

界
一
九
・
九
、
罫
二
・
〇
㎝
で
あ
る
。
原
本
所
蔵
者
と
し
て
略
号

「
林
」
と
あ
り
、
料
紙
を
「
白
ダ
ビ
紙
」
と
し
て
あ
る
。『
染
紙
帖
』
の

断
簡
が
唯
一
の
存
在
だ
っ
た
が
、
本
断
簡
に
よ
っ
て
初
め
て
ツ
レ
の
存

在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。（
図
２
）

図2
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（
翻
刻
）烏

枢
沙
摩
擲
法
印
呪
第
八

准
前
身
印
惟
改
屈
二
頭
指
中
節
相
向
垂
頭
呪

曰唵
一
跋
折
囉
俱
嚕
駄
二
摩
訶
婆
去音
羅
三
鉢
囉

５　

聖
武
天
皇　

阿
弥
陀
院
切

本
断
簡
は
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
の
「
阿
弥
陀
院
切
」
の
透

写
。
内
容
は
『
涅
槃
経
疏
』
の
「
序
品
」
で
あ
る
。

６　

聖
武
天
皇　

阿
弥
陀
院
切

右
の
『
藻
塩
草
』
所
収
断
簡
の
ツ
レ
で
あ
る
。
筆
跡
の
特
徴
か
ら
も
、

内
容
の
経
典
の
一
致
か
ら
も
認
め
ら
れ
よ
う
。『
涅
槃
経
疏
』
の
巻
一

（
044
ｂ
24
―
26
）
の
二
行
で
あ
る
。
寸
法
は
、
二
七
・
八
×
五
・
一
㎝
。

界
二
三
・
二
㎝
。
罫
の
幅
は
約
二
・
五
㎝
程
度
。
二
行
な
の
で
正
確
な

幅
は
測
定
で
き
な
い
。
透
写
元
の
所
蔵
者
と
見
ら
れ
る
傍
記
に
「
谷
」

と
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
。（
図
３
）

図3

（
翻
刻
）樹

者
此
翻
堅
固
一
方
二
株
四
方
八
株

悉
高
五
丈
四
枯
四
栄
下
根
相
連
上
枝

７　

聖
武
天
皇　

経
切
（
12
）

私
に
「
伝
聖
武
天
皇
筆
経
切
（
12
）」
と
す
る
も
の
。
内
容
は
『
大

宝
積
経
』
巻
二
二
「
被
甲
荘
厳
会
」
七
―
二
（
123
ｂ
27
―
ｃ
07
）
の
五

行
で
あ
る
。
寸
法
は
二
七
・
七
×
一
一
・
九
㎝
。
界
二
三
・
三
、
罫

二
・
五
㎝
。

こ
の
断
簡
の
ツ
レ
は
か
な
り
多
く
、
今
現
在
の
時
点
で
十
八
点
を
確

認
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
古
書
店
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
内
十
五
点
が
巻
二
二
の
「
被
甲
荘
厳
会
」
の
一
部
で
あ

る
。
中
に
は
「
中
聖
武
」「
小
聖
武
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
も
の
も
散

見
す
る
。「
大
聖
武
」
以
外
の
伝
聖
武
天
皇
筆
経
切
と
し
て
は
最
も
多

く
存
在
す
る
経
切
で
あ
り
、
伝
聖
武
天
皇
筆
の
経
切
を
代
表
す
る
も
の
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と
言
え
る
。（
図
４
）

図4

（
翻
刻
）菩

薩
精
進
者　

如
是
観
察
時　

出
離
於
非
法　

超
昇
正
位
中

菩
薩
妙
智
者　

斯
道
為
清
浄　

速
至
大
安
穏　

成
就
無
上
忍

菩
薩
妙
智
者　

随
順
観
諸
法　

超
過
一
切
想　

常
住
於
無
想

菩
薩
妙
智
者　

斯
道
能
浄
治　

遠
離
於
道
想　

亦
不
住
法
想

菩
薩
妙
智
者　

斯
道
浄
治
故　

出
於
無
明
網　

獲
大
法
光
明

８　

光
明
皇
后　

経
切
（
9b
）

『
菩
薩
瓔
珞
経
』
の
断
簡
（
086
ｃ
26
―
087
ａ
02
）
五
行
で
あ
る
。

寸
法
は
二
四
・
六
×
九
・
四
㎝
。
界
一
八
・
一
、
罫
一
・
九
㎝
。

伝
光
明
皇
后
筆
の
経
切
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
蝶
鳥
下
絵
経
切
」
と
呼

ば
れ
る
『
法
華
経
』
の
断
簡
が
実
に
美
し
い
装
飾
経
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
か
、『
法
華
経
』
の
断
簡
の
多
く
が
「
光
明
皇
后
」
筆
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
経
典
の
断
簡
に
も
「
光
明
皇
后
」
と
さ
れ
る
も

の
は
極
め
て
多
種
に
の
ぼ
る
。
分
類
し
き
れ
な
い
程
と
言
っ
て
も
過
言

で
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
分
類
を
試
み
、
私
に
「
光
明
皇
后
経
切

（
９
）」
と
す
る
の
が
、『
菩
薩
瓔
珞
経
』
の
断
簡
で
あ
る
。
ツ
レ
と
見

ら
れ
る
断
簡
は
数
点
存
在
す
る
が
、
筆
跡
は
同
一
と
推
測
さ
れ
る
も
の

の
、
料
紙
の
特
徴
が
異
な
る
も
の
が
混
在
す
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
一

つ
は
天
地
欄
外
に
金
銀
切
箔
を
散
ら
し
た
装
飾
料
紙
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
如
く
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
天
地
欄
外
が
無
地
の
も
の
ら
し
い
の

で
あ
る
。

前
者
を
ａ
、
後
者
を
ｂ
と
す
る
と
、
思
文
閣
の
目
録
に
載
る
「
光
明

皇
后
始
手
鑑
」
や
、
同
じ
く
「
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
一
八
四
号
」
に

載
る
古
筆
手
鑑
に
見
え
る
も
の
が
ａ
で
、
東
博
蔵
重
文
手
鑑
『
月
台
』

や
徳
川
黎
明
会
蔵
手
鑑
『
水
茎
』
に
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ｂ
と
思
わ

れ
る
。
大
正
大
蔵
に
よ
る
八
二
～
八
三
頁
あ
た
り
に
相
当
す
る
の
が
ａ
、

八
五
～
八
六
頁
あ
た
り
に
相
当
す
る
の
が
ｂ
で
あ
る
の
で
、
途
中
で
料

紙
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
し
、
異
な
る
経
巻
か
ら
切
り

出
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
。「
観
音
寺
蔵
手
鑑
」
に
貼
付

さ
れ
た
断
簡
は
ａ
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
が
、
欄
外
の
料
紙
は
切
り
継
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が
れ
た
も
の
の
よ
う
な
の
で
、
ど
ち
ら
と
も
断
定
し
か
ね
る
。
そ
し
て

本
透
写
断
簡
に
は
、「
銀
界
、
上
下
金
銀
砂
子
」
と
あ
り
、
料
紙
か
ら

は
ａ
、
頁
か
ら
は
ｂ
が
相
応
し
い
。
こ
れ
以
上
の
分
類
作
業
は
現
段
階

で
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
図
５
）

図5

（
翻
刻
）不

譏
彼
受
常
行
忍
辱
若
有
衆
生
見
毀
辱
者

不
興
乱
想
无
瞋
怒
心
日
夜
精
勤
无
懈
怠
心
雖

持
禁
戒
定
意
不
乱
於
戒
性
中
不
毀
於
禅
演
布
智

慧
除
愚
闇
心
是
謂
菩
薩
在
戒
度
无
極
便
能
具

足
六
度
无
極
仏
復
告
等
行
菩
薩
若
有
善
男

９　

光
明
皇
后　

経
切
（
14c
）

『
無
量
義
経
』
徳
行
品
（
387
ｃ
02
―
05
）
の
三
行
で
あ
る
。
寸
法
は

二
五
・
一
×
五
・
四
㎝
、
界
一
九
・
三
、
罫
一
・
八
㎝
。

私
の
分
類
で
「
伝
光
明
皇
后
筆
経
切
」
の
（
14
）
で
あ
る
。
ツ
レ
ら

し
き
も
の
は
あ
る
が
、
料
紙
の
同
一
性
の
判
定
が
出
来
な
い
の
で
、
不

明
と
す
る
し
か
な
い
。
経
典
に
つ
い
て
は
、
料
紙
の
一
致
、
装
飾
の
類

似
性
、
界
罫
の
一
致
、
筆
跡
の
類
似
な
ど
が
判
定
の
材
料
と
な
る
が
、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
判
明
す
る
の
は
稀
で
、
そ
れ
以
外
に
は
判
断
の
決
め

手
が
な
い
の
で
あ
る
。
経
典
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
に
し
て
も
決
め
手
に

欠
け
る
場
合
が
多
く
不
確
実
に
な
る
の
が
避
け
ら
れ
な
い
。（
図
６
）図6

（
翻
刻
）則

能
通
達
百
千
億
義
無
量
数
劫
不
能
演
説
所

受
持
法
所
以
者
何
以
其
是
法
義
無
量
故
善
男

子
是
経
譬
如
従
一
種
子
生
百
千
万
百
千
万
中
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10　

光
明
皇
后　

出
雲
切

本
断
簡
は
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
の
も
の
の
透
写
で
あ
る
。

『
藻
塩
草
』
で
は
「
出
雲
切
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
ツ
レ

の
断
簡
を
見
出
し
て
い
な
い
。
経
典
の
内
容
は
『
大
宝
積
経
』
で
あ
る
。

11　

光
明
皇
后　

経
切
（
4h
）

『
大
般
若
経
』
巻
二
四
三
「
初
分
難
信
解
品
」（
229
ａ
11
―
15
）
の
四

行
で
あ
る
。
寸
法
は
、
二
六
・
〇
×
七
・
四
㎝
、
界
一
九
・
三
、
罫

一
・
八
㎝
。

伝
光
明
皇
后
筆
の
『
大
般
若
経
』
の
断
簡
は
私
の
分
類
で
（
４
）
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
さ
ら
に
十
三
種
～
十
六
種
に
細
分
で
き
、

本
断
簡
と
同
じ
「
初
分
難
信
解
品
」
に
属
す
る
ツ
レ
と
お
ぼ
し
い
断
簡

に
は
、
前
出
『
光
明
皇
后
始
手
鑑
』
に
貼
付
の
も
の
、
東
京
都
立
中
央

図
書
館
蔵
手
鑑
『
古
名
筆
帖
』
一
に
貼
付
の
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
筆

跡
の
類
似
以
外
の
決
め
手
が
な
い
の
で
不
確
実
で
あ
る
。（
図
７
）。

図7

（
翻
刻
）二

分
无
別
无
断
故
善
現
独
覚
菩
提
清
浄
故
一

切
陀
羅
尼
門
清
浄
一
切
陀
羅
尼
門
清
浄
故
一

切
智
智
清
浄
何
以
故
若
独
覚
菩
提
清
浄
若
一

切
陀
羅
尼
門
清
浄
若
一
切
智
智
清
浄
无
二
无

12　

嵯
峨
天
皇　

経
切
（
６
）

『
無
量
寿
経
』
巻
下
（
276
ａ
19
―
27
）
八
行
の
断
簡
で
あ
る
。
寸
法

は
二
五
・
二
×
一
五
・
一
㎝
、
界
一
九
・
一
㎝
、
罫
二
・
〇
㎝
。
右
上

紙
端
に
は
「
嵯
峨
帝　

□
加
弘
法
大
師　

飯
室
類
切
」
と
あ
り
、
左
下

紙
端
に
は
「
□
墨
□
□
□
□
に　

素 

紙
」
と
あ
る
が
、
□
部
分
の
文

字
は
解
読
で
き
な
い
。
本
文
中
に
薄
墨
に
よ
る
カ
ナ
の
訓
と
訓
点
が
あ

り
、
こ
れ
を
弘
法
大
師
の
筆
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
伝
嵯
峨
天
皇

筆
の
代
表
的
な
も
の
が
「
飯
室
切
」
と
さ
れ
、
白
点
と
訓
の
書
き
入
れ
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を
弘
法
大
師
筆
と
言
い
慣
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
所
蔵
者
の
略
号
「
谷
」
の
記
述
が
あ
る
。

「
飯
室
切
」
以
外
の
「
伝
嵯
峨
天
皇
筆
経
切
」
の
私
の
分
類
で

（
６
）
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
明
白
な
ツ
レ
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
を
「
嵯
峨
天
皇
」
筆
と
極
め
て
い
る
も
の
は
、

他
に
昭
和
十
一
年
五
月
二
十
五
日
入
札
の
『
旧
日
向
飫
肥
藩
主
伊
東
子

爵
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』
所
載
の
古
筆
手
鑑
に
見
え
る
。（
図
８
）

図8

（
翻
刻
）仏

言
其
二
悪
者
世
間
人
民
父
子
兄
弟
室
家
夫

婦
都
无
義
理
不
順
法
度
奢
婬
憍
縦
各
欲
快
意

任
心
自
恣
更
相
欺
惑
心
口
各
異
言
念
无
実
佞

諂
不
忠
巧
言
諭
（
諛
）
媚
嫉
賢
謗
善
陥
入
怨
枉
主
上

不
明
任
用
臣
下
臣
下
自
在
機
偽
多
端
践
度
能

行
知
其
形
勢
在
位
不
正
為
其
所
欺
妄
損
忠
良

不
当
天
心
臣
欺
其
君
子
欺
其
父
父
子
兄
弟
夫

婦
中
外
知
識
更
相
欺
誑
各
懐
貪
欲
瞋
恚
愚
痴

13　

嵯
峨
天
皇　

叡
山
切

本
断
簡
は
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
の
も
の
の
透
写
で
あ
る
。

『
藻
塩
草
』
で
は
「
叡
山
切
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
今
の
と
こ

ろ
ツ
レ
の
断
簡
が
見
出
さ
れ
な
い
。
経
典
の
内
容
は
『
五
仏
頂
三
昧
陀

羅
尼
経
』
で
あ
る
。
こ
の
経
典
の
古
筆
切
自
体
が
珍
し
い
。

14　

白
川
院　

摂
津
切

本
断
簡
の
原
本
も
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
の
も
の
。
内
容
は
『
大
乗
起

信
論
』
で
あ
る
。
な
お
、『
藻
塩
草
』
で
は
「
摂
津
切
」
と
す
る
が
、

国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
こ
の
ツ
レ
を
「
丹
波
切
」
と
し
て
お
り
、
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そ
の
方
が
一
般
的
な
呼
称
か
と
思
わ
れ
る
。
本
『
名
葉
集
』
が
見
出
し

と
し
て
切
り
貼
り
し
て
い
る
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
で
も
「
丹
波
切
」

と
掲
げ
て
い
る
。

15　

後
白
川
院　

経
切
（
7a
）

「
伝
後
白
河
院
筆
経
切
」
の
名
物
と
し
て
は
、「
法
勝
寺
切
」
の
『
華

厳
経
』
と
、「
六
波
羅
切
」
の
『
無
量
義
経
』
と
が
有
名
で
あ
る
が
、

本
断
簡
は
そ
れ
以
外
の
『
法
華
経
』
の
断
簡
（
049
ｂ
18
―
21
）
で
あ
る
。

そ
の
『
法
華
経
』
断
簡
に
も
数
種
あ
り
、
本
断
簡
は
私
に
（
7a
）
と
分

類
す
る
も
の
。
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
断
簡
に
は
、
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵

手
鑑
中
の
も
の
の
ほ
か
一
点
が
あ
る
。
内
容
も
「
法
師
品
」
の
近
接
箇

所
で
あ
り
、
寸
法
は
、
二
五
・
一
×
五
・
六
㎝
、
界
一
八
・
八
㎝
。
罫

一
・
八
㎝
で
、
大
き
さ
も
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
の
も
の
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
欄
外
に
「
金
銀
大
中
小
切
箔
砂
子
ノ
ゲ
金
罫
切
金
墨
字
…
」
と

あ
る
（
末
尾
の
方
は
判
読
出
来
な
い
）。
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
の
も

の
も
金
罫
墨
字
で
本
文
と
天
地
に
は
金
銀
の
箔
が
霞
に
撒
か
れ
て
い
る

の
で
、
料
紙
の
装
飾
も
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。（
図
９
）

図9

（
翻
刻
）

根
皆
変
成
上
味
如
天
甘
露
无
不
美
者
若
以
舌
根

於
大
衆
中
有
所
演
説
出
深
妙
声
能
入
其
心
皆

令
歓
喜
快
楽
又
諸
天
子
天
女
釈
梵
諸
天
聞
是

16　

後
鳥
羽
院　

後
鳥
羽
院
宸
記
切

後
鳥
羽
院
の
宸
筆
と
さ
れ
る
『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
の
断
簡
で
あ
る
。

古
く
は
佐
佐
木
信
綱
が
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
所
蔵
の
断
簡
を
紹
介
し
、

『
心
の
花
』
に
考
察
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
在
を
知
ら
れ

て
き
た
。『
古
筆
凌
寒
帖
』
に
も
同
じ
断
簡
が
原
寸
大
で
紹
介
さ
れ
た

が
、『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
の
断
簡
は
主
要
な
手
鑑
に
も
見
ら
れ
ず
、
研

究
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
平
林
盛
徳
氏
の
「
後
鳥
羽
院
宸
記
切

と
宸
記
逸
文
」（『
国
書
漢
籍
論
集
』、
平
成
３
年
）
が
発
表
さ
れ
て
、

徐
々
に
逸
文
が
見
い
だ
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
現
時
点
で
十
点
余
り
の
断
簡

の
存
在
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
本
断
簡
は
そ
れ
ら
に
加
え
得
る
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新
出
断
簡
で
あ
る
。
寸
法
は
二
七
・
五
×
一
二
・
〇
㎝
で
あ
る
。
な
お
、

「
荒
磯
切
」
と
呼
ん
で
い
る
向
き
が
あ
る
が
、
何
に
拠
る
命
名
な
の
か

知
ら
な
い
。（
図
10
）

図10

（
翻
刻
）今

日
儀
毎
事
無
遺
失
天
頗
快
晴
毎
事
相

応
尤
所
悦
思
也
公
卿
将
丞
殿
上
人
□ 

亦 

曵

凡 

渚
右
大
将
猶
曵
凡 

渚
云
々
前
に
俈 

垂
云
々
此
條

不
定 

有
露
凡 

渚
俈 

垂
之
無
露
時
不
然
内

所
聞
直
也
何
是
何
非
□
□
事
也

17　

後
鳥
羽
院　

田
原
切

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
一
段
の
断
簡
で
あ
る
。
本
断
簡
の
原
本
は
平

成
十
七
年
十
一
月
に
出
光
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
安
の
仮
名
鎌
倉

の
仮
名
」
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
、『
古
筆
切
研
究　

一
』
に
高
城

弘
一
氏
蔵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
も
い
る
。
こ
の
ツ
レ
は
、『
古
筆
学
大

成
』
に
は
伝
藤
原
為
家
筆
「
伊
勢
物
語
切
（
一
）」
と
し
て
二
点
掲
載

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
久
曾
神
昇
氏
の
『
物
語
古
筆
断
簡
集
成
』
に
は

「
藤
原
為
家
」
と
す
る
極
札
と
と
も
に
一
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

18　

後
嵯
峨
院　

鎌
倉
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
三
（
639
―
643
番
）
の
断
簡
十
三
行
で
あ
る
。

寸
法
は
一
六
・
一
×
一
五
・
九
㎝
。「
鎌
倉
切
」
と
さ
れ
る
が
、
主
な

古
筆
手
鑑
等
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
既
知
の
断
簡
は
田
中
登

氏
の
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

一
』（
同
氏
『
古
筆
切
の
国
文
学
的

研
究
』
既
出
）
と
『
古
筆
の
楽
し
み
』（
平
成
二
十
五
年
の
『
阪
急
古

書
の
ま
ち
古
書
目
録
』
に
既
出
）
の
二
葉
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
葉
は
と
も
に
巻
十
三
の
、
652
―
653
番
、
660
―
663
番
に
相
当
す
る
。

他
に
は
巻
十
二
（
555
―
556
番
）
の
一
葉
が
平
成
十
三
年
八
月
の
『
第
五

十
一
回
東
西
老
舗
大
古
書
市
出
品
目
録
抄
』
に
載
っ
て
い
る
。（
図
11
）

図11

（
翻
刻
）あ

け
ぬ
と
て
か
へ
る
み
ち
に
は
こ
き
た
れ
て

あ
め
も
な
み
た
も
ふ
り
そ
を
ち
つ
ゝ

　
　

題
不
知　
　
　

寵

し
の
ゝ
め
の
わ
か
れ
を
ゝ
し
み
わ
れ
そ
ま
つ
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図11

（
翻
刻
）あ

け
ぬ
と
て
か
へ
る
み
ち
に
は
こ
き
た
れ
て

あ
め
も
な
み
た
も
ふ
り
そ
を
ち
つ
ゝ

　
　

題
不
知　
　
　

寵

し
の
ゝ
め
の
わ
か
れ
を
ゝ
し
み
わ
れ
そ
ま
つ

と
り
よ
り
さ
き
に
な
き
は
し
め
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

ほ
と
ゝ
き
す
ゆ
め
か
う
つ
ゝ
か
あ
さ
つ
ゆ
の

を
き
て
わ
か
れ
し
あ
か
月
の
こ
ゑ

た
ま
く
し
け
あ
け
は
き
み
か
な
た
ち
ぬ
へ
み

よ
ふ
か
く
こ
し
を
人
み
け
ん
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
千
里

け
さ
は
し
も
を
き
け
ん
か
た
も
し
ら
さ
り
つ

お
も
ひ
い
つ
る
そ
き
え
て
か
な
し
き

19　

後
嵯
峨
院　

御
手
判
切

本
断
簡
の
原
本
は
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
の
も
の
。
後
嵯
峨
院
の
宸
翰

と
極
め
ら
れ
る
が
、
古
筆
手
鑑
『
あ
け
ぼ
の
』（
上
）
に
貼
ら
れ
て
い

る
断
簡
に
は
署
名
が
あ
り
、
空
覚
の
置
文
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
。

20　

後
深
草
院　

書
状
切

見
出
し
に
「
後
深
草
院
」
と
あ
る
が
、
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
右
下

欄
外
に
は
「
益
田
」
と
あ
り
、
原
本
は
益
田
鈍
翁
の
所
蔵
だ
っ
た
か
と

推
測
で
き
る
が
、
そ
の
後
の
所
在
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
寸
法
は

二
七
・
八
×
一
〇
・
五
㎝
。（
図
12
）
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（
翻
刻
省
略
）

21　

後
深
草
院　

常
盤
切

こ
れ
も
書
状
の
断
簡
で
あ
る
が
、
見
出
し
に
「
後
深
草
院　

と
き
わ

切
」
と
あ
り
、「
裏
に
経
文
ヲ
印
刷
ス
」
と
傍
記
さ
れ
て
い
る
。『
昭
和

新
撰
古
筆
名
葉
集
』
は
「
後
深
草
院
」
の
項
に
「
常
盤
切
」
を
掲
げ
、

「
杉
原
鳥
ノ
子
版
経
裏
ナ
ド
ア
リ
」
と
記
し
て
い
る
。「
杉
原
」
と
「
鳥

ノ
子
」
と
は
相
互
に
矛
盾
す
る
の
で
、「
杉
原
紙
」
の
も
の
も
「
鳥
ノ

子
」
の
も
の
も
各
種
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面
に
経
文
の
版

刷
り
が
あ
れ
ば
「
常
盤
切
」
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
必
ず
し

も
同
一
書
状
の
断
簡
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
本
断
簡
の
寸
法
は
、

二
七
・
二
×
二
二
・
六
㎝
で
あ
る
。
透
写
元
と
し
て
「
翰
林
」
と
あ
る
。

（
図
13
）

図13

（
翻
刻
省
略
）

22　

亀
山
院　

歌
集
切
（
17
）

未
詳
歌
集
の
断
簡
。
料
紙
の
後
半
に
余
白
が
あ
る
の
で
、
歌
集
の
巻

末
か
も
し
れ
な
い
。
二
九
・
三
×
一
六
・
五
㎝
。
伝
亀
山
院
筆
の
歌
集

図12
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切
に
は
、
装
飾
紙
に
歌
を
三
行
の
散
し
書
き
に
し
た
「
金
剛
院
切
」
と

そ
の
類
切
が
数
種
あ
る
。
他
に
も
出
典
未
詳
の
歌
集
切
が
か
な
り
多
く

存
在
す
る
。
仮
番
号
で
本
断
簡
は
「
歌
集
切
（
17
）」
で
あ
る
が
、
ツ

レ
は
見
当
た
ら
な
い
。（
図
14
）

（
翻
刻
）

　

時
雨

風
の
を
と
も
は
け
し
く
な
り
て
か
た
を
か
の

　

な
ら
の
は
そ
よ
き
ふ
る
時
雨
か
な

さ
た
め
な
き
か
せ
の
ゆ
き
ゝ
に
さ
そ
は
れ
て

　

く
も
を
ゝ
そ
し
と
ふ
る
し
く
れ
哉

　
　
　
　
（
余
白
三
行
分
）

23　

後
宇
多
院　

松
木
切

　

見
出
し
に
は
「
後
宇
多
院　

松
木
切
」
と
あ
る
。
料
紙
の
寸
法
は
、

三
二
・
五
×
八
・
二
㎝
で
、
料
紙
の
大
き
さ
、
書
風
な
ど
は
確
か
に

「
松
木
切
」
ら
し
く
見
え
る
。「
松
木
切
」
は
、「
兼
行
集
」「
藤
大
納
言

典
侍
為
子
集
」「
親
子
集
」「
伏
見
天
皇
集
」
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て

お
り
、
京
極
派
の
人
々
の
歌
集
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
誰
の
歌
集
か

未
詳
の
断
簡
も
多
く
、
未
だ
謎
の
多
い
古
筆
切
で
あ
る
。
本
断
簡
は
解

読
も
難
し
く
、
歌
も
未
詳
の
歌
ば
か
り
で
、
今
は
後
考
を
俟
つ
以
外
に

先
に
進
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
透
写
元
を
「
翰
林
」
と
し
て
あ
る
。

（
図
15
）

図15

図14
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（
翻
刻
）

　
　

□ 

機 

の
打
□ 

夢 
お
き
の
を
と
の
秋
を
き
か
す
る
ゆ
ふ
く
れ
□
ち
か
き
き
ぬ
た
の
こ

ゑ 
そ 
ひ
ぬ 

け 

り

　
　

一
林
仁
□ 

道 

の
□

も 

つ 

ゝ
け
る
木
す
ゑ
の
い
ろ
さ 

ち 

て
風
も
す
く
な
き
ひ
く
ら
し

の
こ
ゑ

　
　
　

雲
□
遠
寒
□
寒
鳫

○ 

し
く
れ
ゆ
く
あ
さ
け
の
く
も
は
す
ゑ
と
□
て
さ
む
き
た
の
も
に
か

り
そ
お
ち
け
る

24　

後
宇
多
院　

続
後
撰
集
切

見
出
し
に
は
「
後
宇
多
院
」
と
あ
る
が
、
実
は
「
伝
後
鳥
羽
院
筆　

続
後
撰
集
切
」
で
あ
る
。
実
際
に
は
「
阿
仏
」「
後
嵯
峨
院
」
と
い
う

極
め
を
持
つ
も
の
も
あ
り
、「
後
宇
多
院
」
と
す
る
も
の
は
か
な
り
多

く
あ
る
の
だ
が
、『
古
筆
学
大
成
』
が
こ
れ
を
「
伝
後
鳥
羽
院
筆
」
に

分
類
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

『
続
後
撰
集
』
巻
二
十
（
1344
―
1346
）
で
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
下

絵
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ツ
レ
の
断
簡
を
見
る
と
、
亀
甲
文

様
の
雲
母
刷
り
、
七
宝
文
様
の
唐
紙
、
布
目
打
紙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料

紙
が
用
い
ら
れ
た
節
が
あ
る
。
た
だ
し
、
下
絵
の
あ
る
紙
を
使
い
ま
わ

し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
二
三
・
三
×
一
五
・
二
㎝
。（
図
16
）

（
翻
刻
）君

か
よ
の
春
に
ち
き
れ
る
花
な
れ
は

ま
た
ゆ
く
す
ゑ
の
か
き
り
な
き
か
な

　

永
長
元
年
三
月
お
な
し
く
花
契
千
年

　

と
い
ふ
事
を
序
た
て
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

前
中
納
言
匡
房

い
は
ね
と
も
色
に
そ
し
る
き
さ
く
ら
は
な

君
か
ち
と
せ
の
春
の
は
し
め
は

図16
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天
暦
七
年
十
月
き
さ
い
の
宮
の
御
方
に
菊
う

25　

後
宇
多
院　

経
切

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
二
（
409
ｃ
13
―
18
）
の
断
簡
で
あ
る
。

伝
後
宇
多
院
筆
の
経
切
は
少
な
く
、
現
在
四
葉
を
見
出
す
の
み
で
あ

る
が
、
す
べ
て
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
二
の
断
簡
で
あ
り
、
ツ
レ
と

見
做
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
寸
法
は
二
五
・
五
×
九
・
八
㎝
、
界
一

九
・
三
、
罫
一
・
九
㎝
で
、
こ
の
点
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
な
お
、
一
枚

前
の
「
続
後
撰
集
切
」
の
透
写
と
料
紙
の
一
部
を
重
ね
て
貼
り
付
け
て

あ
る
た
め
、
前
の
断
簡
の
下
絵
が
下
に
見
え
て
い
る
。（
図
17
）

（
翻
刻
）清

浄
依
大
三
昧
一
切
禅
定
首
楞
厳
等
一
切
念

處
大
法
念
等
大
慈
大
悲
一
切
陀
羅
尼
一
切
神

通
一
切
自
在
一
切
法
平
等
摂
受
如
是
仏
法
悉

皆
出
現
依
此
大
智
十
力
四
無
所
畏
四
無
礙
辨

一
百
八
十
不
共
之
法
一
切
希
有
不
可
思
議
法

26　

伏
見
院　

堀
川
切

見
出
し
通
り
の
「
伏
見
院
筆
堀
川
切
」
で
あ
る
。
内
容
は
『
古
今

集
』
巻
一
（
60
―
61
）
の
断
簡
で
、
す
で
に
久
曾
神
昇
氏
の
『
古
今
集

成
立
論
』
の
図
112
、
及
び
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ　

古
今
集
』
の
「
鎌

倉
時
代
118
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
断
簡
で
あ
る
。

27　

伏
見
院　

堀
川
切

本
断
簡
も
「
伏
見
院
筆
堀
川
切
」
で
あ
り
、
原
本
は
国
宝
手
鑑
『
翰

墨
城
』
所
収
の
断
簡
で
あ
る
。

28　

伏
見
院　

歌
合
切

本
断
簡
の
内
容
は
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
か
と
思
わ
れ
る
。
す
で

に
、
日
比
野
浩
信
・
鶴
田
大
著
『
歌
び
と
達
の
競
演
』
に
111
番
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
久
曾
神
昇
氏
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
断
簡
に
つ
い
て
も
右
書
に
原
本
に
よ
る
詳
し
い
説
明
が
あ
る
の
で

図17
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省
略
す
る
。

29　

後
二
条
院　

新
後
撰
集
切

伝
後
二
条
院
筆
の
『
新
後
撰
集
』
巻
四
（
347
―
348
）
の
断
簡
で
あ
る
。

巻
末
に
相
当
す
る
箇
所
な
の
で
、
後
半
に
数
行
分
の
余
白
が
あ
る
。
ツ

レ
の
断
簡
に
よ
れ
ば
、
一
面
十
行
書
き
ら
し
い
の
で
、
四
行
分
に
な
ろ

う
か
。
伝
後
二
条
院
筆
の
「
新
後
撰
集
切
」
は
多
く
は
な
い
が
、
数
点

の
ツ
レ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅴ
』
の
五
な

ど
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
断
簡
と
同
じ
巻
四
の
断
簡
が
多
い
。
二

三
・
〇
×
一
五
・
〇
㎝
。
透
写
元
に
つ
い
て
の
書
入
れ
は
な
い
。（
図

18
）

（
翻
刻
）く

も
ふ
き
は
ら
ふ
か
せ
な
か
り
せ
は

　
　

西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
家
に
て
関
月
と

　
　

い
へ
る
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
実
朝
臣

あ
き
か
せ
に
ふ
は
の
せ
き
や
の
あ
れ
ま
く
も

を
し
か
ら
ぬ
ま
て
月
そ
も
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
（
余
白
四
行
分
）

30　

後
醍
醐
天
皇　

吉
野
切

一
首
の
和
歌
を
一
面
に
散
し
書
き
に
し
た
も
の
で
、
一
見
色
紙
の
よ

う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
吉
野
色
紙
」
と
極
め
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
冊
子
の
一
葉
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
原
型
の
歌
集
が
何

集
で
あ
っ
た
か
が
不
明
で
、「
堀
川
百
首
」
と
の
濃
厚
な
関
係
を
指
摘

し
た
伊
井
春
樹
氏
の
説
が
早
く
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、『
古
筆
学
大

成
』
の
解
説
に
お
い
て
、
小
松
茂
美
氏
は
散
逸
歌
集
の
『
恋
部
集
』
の

断
簡
で
は
な
い
か
と
の
説
を
主
張
し
て
い
る
。
確
か
に
現
存
す
る
歌
は

す
べ
て
恋
の
部
に
属
す
る
歌
ら
し
く
思
え
る
の
で
、
小
松
説
に
惹
か
れ

る
が
、
肝
心
の
『
恋
部
集
』
の
形
態
を
推
測
で
き
る
資
料
が
見
つ
か
っ

図18
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て
い
な
い
の
で
、
積
極
的
な
肯
定
も
出
来
な
い
。
本
断
簡
は
『
翰
墨

城
』
所
収
の
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。

31　

後
醍
醐
天
皇　

吉
野
切

見
出
し
に
「
後
醍
醐
帝　

吉
野
切
」
と
あ
り
、
透
写
の
出
典
を
「
藻

塩
草
」
と
し
、「
白
二
」
と
小
書
き
し
て
い
る
。
こ
の
「
白
二
」
は
料

紙
の
特
徴
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

32　

後
醍
醐
天
皇　

新
浜
木
綿
集
切

中
世
の
散
逸
歌
集
で
あ
る
『
新
浜
木
綿
集
』
の
断
簡
九
行
。『
浜
木
綿

集
』
に
倣
っ
て
編
ま
れ
た
私
撰
集
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
散
逸
し
て
、

完
本
が
存
在
し
な
い
。
ゆ
え
に
古
筆
切
の
意
義
は
た
い
へ
ん
重
要
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
料
紙
の
大
き
さ
筆
跡
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
本
断
簡
は

『
新
浜
木
綿
集
』
の
断
簡
と
認
め
ら
れ
る
。
歌
の
内
容
が
「
ほ
と
と
ぎ

す
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
巻
二
の
「
夏
部
」
の
一
葉
で
あ
ろ

う
。「
夏
部
」
は
一
点
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
そ
の
点
で
も
重

要
だ
と
思
わ
れ
る
。
二
三
・
三
×
一
五
・
二
㎝
で
あ
り
、
下
記
の
33
と
の

類
似
性
が
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
の
33
の
解
説
に
お
い
て
詳

述
す
る
。
所
蔵
者
名
と
お
ぼ
し
き
「
谷
」
の
小
書
き
が
あ
る
。（
図
19
）

図19

（
翻
刻
）ま

つ
と
も
つ
け
ぬ
夜
半
の
ひ
と
こ
ゑ

　
　

題
し
ら
す　
　

源
知
行

は
つ
ね
こ
そ
心
つ
く
さ
め
ほ
と
ゝ
き
す

き
ゝ
て
の
ゝ
ち
も
な
を
そ
ま
た
る
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
遠

ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
て
も
な
を
そ
ま
た
れ
け
る

は
つ
ね
ま
て
と
は
お
も
ひ
し
か
と
も

　
　

内
裏
三
首
歌
講
せ
ら
れ
侍
し
時
聞

　
　
　
　

郭
公
と
い
ふ
こ
と
を
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33　

後
醍
醐
天
皇　

歌
集
切
（
５
）

前
述
し
た
「
新
浜
木
綿
集
切
」
に
酷
似
し
た
断
簡
で
あ
る
。
当
断
簡

の
大
き
さ
は
、
二
二
・
六
×
一
三
・
二
㎝
で
、
筆
跡
も
極
め
て
酷
似
し

て
い
る
。
他
に
材
料
が
な
い
状
態
で
写
真
だ
け
を
比
べ
た
ら
、
お
そ
ら

く
「
新
浜
木
綿
集
切
」
だ
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

原
寸
大
の
透
写
が
あ
っ
て
、
重
ね
て
見
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
そ
う

し
て
重
ね
て
見
る
と
明
ら
か
に
字
高
が
違
う
の
で
あ
る
。
ツ
レ
と
断
ず

る
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、
未
詳
歌
集
切
と
し
て
お

き
た
い
。（
図
20
）

図20

（
翻
刻
）

　
　

ま
つ
り
け
る
時
菊
に
つ
く
へ
き
哥

　
　

と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

関
白
前
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君

し
ら
き
く
の
は
な
を
し
み
れ
は
き
み
か
代
に

も
の
お
も
ひ
な
き
あ
き
も
へ
ぬ
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
爲
世

い
ろ
／
＼
に
や
へ
さ
く
き
く
を
千
代
ふ
へ
き

君
か
ゝ
さ
し
に
け
ふ
は
み
る
か
な
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34　

光
厳
院　

歌
合
切
（
２
）

伝
光
厳
院
筆
の
歌
合
切
と
し
て
『
八
木
書
店
古
書
目
録
』
51
号
に

「
五
種
歌
合
」、『
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
』
に
「
未
詳
歌
合
」
の
断
簡
が

あ
り
、
石
澤
一
志
氏
の
紹
介
し
た
「
三
十
六
人
歌
合
」
が
あ
る
が
、
本

断
簡
は
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
『
仙
洞
五
十
番
歌
合
』（
34

番
）
の
断
簡
で
あ
る
。
ツ
レ
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
一
五
・
二
×
一

四
・
一
㎝
で
あ
り
、
欄
外
小
書
き
に
「
谷
」
と
あ
る
。（
図
21
）

図21

（
翻
刻
）

　
　

右
勝　
　
　
　

入
道
前
太
政
大
臣

か
た
を
か
の
ま
き
の
む
ら
た
ち
雨
す
き
て

み
と
り
も
う
す
き
夏
や
ま
の
道

　
　

左
右
と
も
に
よ
ろ
し
く
し
て
こ
と

　
　

葉
た
く
み
な
る
よ
し
各
申
侍
き

　
　

ま
き
の
村
た
ち
雨
す
き
て
み
と
り

　
　

も
う
す
き
夏
山
の
い
ろ
見
心
地

　
　

し
て
猶
ま
さ
る
へ
く
や
と
申
て

　
　

為
持勝

35　

崇
光
院　

新
古
今
集
切

『
新
古
今
集
』
巻
十
二
（
1102
―
1105
）
の
断
簡
で
あ
る
。
見
出
し
に
は

「
崇
光
院
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
伝
崇
光
院
筆
の
古
筆
切
の
中
に

「
新
古
今
集
」
の
断
簡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
筆

者
名
の
も
の
の
異
伝
で
あ
る
可
能
性
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
該
当
し
そ
う
な
も
の
に
思
い
当
た
ら
な
い
。

一
六
・
九
×
一
七
・
三
㎝
。
当
断
簡
の
欄
外
に
も
「
谷
」
の
小
書
き

が
あ
る
。（
図
22
）
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図22

（
翻
刻
）の

ち
の
世
を
な
け
く 

涙 

と
い
ひ
な
し
て
し
ほ
り
や
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
す
み
そ
め
の
そ
て

　

大
納
言
成
通
ふ
み
つ
か
は
し
け
れ
と
つ
れ
な
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る

　

女
を
後
よ
ま
て
う
ら
み
残
へ
き
よ
し
申
侍
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

た
ま
つ
さ
の
か
よ
ふ
は
か
り
も
な
く
さ
め
て
後
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
て
の
う
ら
み
の
こ
す
な

　

前
大
納
言
隆
房
中
将
に
侍
け
る
と
き
右
近

　

馬
場
の
ひ
を
り
の
日
ま
か
れ
り
け
る
に
も
の

　

み
侍
け
る
女
車
よ
り
つ
か
は
し
け
る

た
め
し
あ
れ
は
な
か
め
は
そ
れ
と
し
り
な
か
ら
お
ほ
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
き
は
心 

也 

け
り

　

返
し　
　
　
　

前
大
納
言
隆
房

い
は
ぬ
よ
り
心
や
ゆ
き
て
し
る
へ
す
る
な
か
む
る
か
た
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
の
と
ふ
ま
て

36　

後
光
厳
院　

古
今
集
切
（
１
）

『
古
今
集
』
巻
十
二
（
640
―
644
）
の
断
簡
で
あ
る
。
伝
後
光
厳
院
筆

の
『
古
今
集
』
切
は
私
の
分
類
で
十
種
以
上
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
内

で
最
も
残
存
数
が
多
い
の
は
、『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ
』
の
183
に
掲
げ

ら
れ
た
断
簡
の
ツ
レ
で
、
徳
川
黎
明
会
の
手
鑑
『
尾
陽
』『
水
茎
』
の

ほ
か
、
伊
達
博
物
館
蔵
手
鑑
『
龍
踊
台
』、
長
谷
寺
蔵
手
鑑
等
に
も
ツ
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レ
の
断
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
（
１
）
と
す
る
と
、（
２
）

以
下
の
そ
の
他
の
伝
後
光
厳
院
筆
『
古
今
集
』
切
は
一
、
二
葉
し
か
存

在
し
な
い
。
本
断
簡
は
そ
の
（
１
）
の
断
簡
で
あ
る
。
寸
法
は
二
四
・

五
×
一
六
・
一
㎝
。（
図
23
）

図23

（
翻
刻
）と

り
よ
り
さ
き
に
な
き
は
し
め
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

ほ
と
ゝ
き
す
ゆ
め
か
う
つ
ゝ
か
あ
さ
露
の

お
き
て
わ
か
れ
し
あ
か
月
の
こ
ゑ

た
ま
く
し
け
あ
け
は
き
み
か
な
た
ち
ぬ
へ
み

よ
ふ
か
く
こ
し
を
人
み
け
ん
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
の
ち
さ
と

け
さ
は
し
も
を
き
け
ん
か
た
も
し
ら
さ
り
つ

お
も
ひ
い
つ
る
そ
き
え
て
か
な
し
き

　
　

人
に
あ
ひ
て
の
あ
し
た
に
よ
み
て
つ
か
は

以
上
で
、
天
皇
、
上
皇
の
並
び
が
終
る
。
次
に
は
親
王
が
続
く
の
で

あ
る
が
、
親
王
の
項
で
は
「
宗
尊
親
王
」
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
、
そ
れ

以
外
の
親
王
が
一
枚
も
な
い
の
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
気
も
す

る
が
、
お
そ
ら
く
名
物
切
を
中
心
に
透
写
を
行
っ
た
結
果
な
の
で
は
な

い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
紙
数
も
尽
き
た
の
で
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

止
め
て
お
こ
う
と
思
う
。

な
お
、
読
め
な
か
っ
た
箇
所
は
空
欄
□
と
し
た
。

辛
う
じ
て
試
み
に
読
ん
だ
文
字
は
□
で
囲
ん
で
試
解
と
し
た
。
す
べ

て
解
読
し
た
上
で
発
表
す
べ
き
で
あ
る
が
、
い
つ
終
る
と
も
知
れ
な
い

の
で
、
と
り
あ
え
ず
発
表
を
急
い
だ
事
情
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

 

（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）


